「厚真町地域おこし協力隊・農業支援員」　制度概要
１．設置（目的）

　人口減少や農業従事者の高齢化、農業の担い手不足が進む本町の活性化や産業振興（特に農業振興）を図るため、「厚真町地域おこし協力隊・農業支援員」として、都市地域から人材を誘致し、地域における農業への従事や活動を通して、新規就農への誘導や定住、地域力の維持・強化を促進する。

２．活動内容

(1)　農業への従事等
　　・　新規就農希望者の農業研修として位置づける。

　　・　農業ヘルパーとして、労働力が不足している各種農家の農作業に従事しながら、幅広い農業経験を積む。

(2)　居住する集落の一員として、水源保全、環境保全、住民の生活支援等の地域活動（自治会活動）に参加。

３．農業支援員
　生活拠点を３大都市圏をはじめとする都市地域など町外から本町に移住し、住民票を異動できる者のうちから、町長が委嘱する。（雇用契約は結ばない）
　※対象年齢　原則として平成３０年４月１日現在で満２０歳以上満４０歳以下（妻帯者を優先）

　

４．任期

　１年を基本とし（平成３０年度からの新規委嘱者は、４月からを予定）、活動状況などの評価を行い、最長３年まで１年単位で延長可能。

５．報償等
　(1)報償費　支援員への報償及び家族協力金は予算の範囲内で支払。
月額２００，０００円（満２５歳以上に限る。）

（満２４歳は月額１９０，０００円、満２３歳以下は月額１８０，０００円）
※家族協力金は、月額８，０００円（≒特交措置上限１人２５０万円÷１２月）
 (2)福利厚生費助成　健康保険料及び年金保険料の２分の１相当額を助成
(3)活動費助成　　　予算の範囲内で助成（住宅家賃相当分、活動車両維持･燃料費、作業道具、作業着など）

(4)業務時間等　　  １日７時間４５分、週３８時間４５分を原則。

　　　週　　休　２日（業務ローテーションにより変動）

年次休暇１０日
(5)その他　　　　　雇用契約は結ばないことから、雇用保険に加入しない。
６．募集　

※平成３０年度の新規募集分は、公募及び審査等を３月までに行い、４月からの委嘱とする。

(1)人員　６名（平成２９年度からの期間延長　４人、新規　２名）
(2)任期（委嘱期間）　①期間延長者：平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

　　　　　　　　 　　②新規委嘱者：平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

(3)公募　インターネットの厚真町ホームページ、北海道農業担い手育成センターホームページ掲載ほか
(4)選考　書類審査（第１次）、面接審査（第２次）
※詳細は別紙募集要領のとおり
